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旭川総合水系環境整備事業



【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 旭 川
あさひがわ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 旭川直轄管理区間内 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 【水辺整備】 

①-1古 京
ふるぎょう

（下流）箇所水辺整備 H25～（実施中） 

   （国）護岸、坂路等、（市）遊歩道 

①-2岡 山 城
おかやまじょう

箇所水辺整備［計画］ 

   遊歩道等 

②  牧石
まきいし

箇所水辺整備［計画］ 

   護岸、河床掘削、高水敷整正、河川管理用通路、階段 

事業期間 平成 25 年度～平成 33 年度 

総事業費（億円） 6.9 億円 残事業費（億円） 4.1 億円 

目的・必要性 旭川は、岡山県の中央部に位置し、その源を岡山県真庭市
ま に わ し

蒜山
ひるぜん

の朝
あさ

鍋
なべ

鷲ヶ山
わ し が せ ん

（標

高 1,081ｍ）に発し、途中、新 庄
しんじょう

川
がわ

、目
め

木川
き が わ

、備 中
びっちゅう

川
がわ

等の支川をあわせて南

流し、岡山市御津
み つ

において宇甘
う か い

川
がわ

を合流し、岡山市三野
み の

において百 間
ひゃっけん

川
がわ

を分派

した後、岡山市の中心部を貫流して児島
こ じ ま

湾
わん

に注ぐ、流域面積 1,810km2、幹川

流路延長 142km の一級河川である。 

旭川下流部には岡山県の県庁所在地である岡山市が位置し、日本三名園の一

つである後
こう

楽園
らくえん

があるなど、岡山県の観光拠点として賑わっている。 

旭川、百 間
ひゃっけん

川
がわ

の河川敷には、数多くのスポーツ施設や公園が整備されており、

多くの市民にスポーツや散策に利用されている。 

【水辺整備】 

《古 京
ふるぎょう

（下流）箇所水辺整備、岡 山 城
おかやまじょう

箇所水辺整備》 

事業箇所周辺は「旭川さくらみち」の愛称で地域住民に親しまれているが、
現状の堤防構造では、老朽化した桜の植え替えができない。また、整備された
坂路が少なかったり、歩きにくい箇所があるため、水辺周辺を回遊しにくなっ
ている。そのため、水辺に近づきやすくなる坂路の整備のほか、岡山市と連携
した遊歩道等の整備を行う。また、桜の植え替え・保全が可能となり、「旭川さ
くらみち」の景観を将来に渡って保全することができる護岸を整備する。 

《牧石
まきいし

箇所水辺整備》 

事業箇所の周辺の河川敷には、グランドがあり、日常からスポーツなどの河

川利用が盛んな場所となっているが、雑草や雑木が繁茂し、河川敷に下りる階

段や通路もないため安全に水辺を利用することができない状況である。そのた

め、安全に水辺に近づくことができる河川管理用通路や階段などを整備する。

便益の主な根拠 【水辺整備】古 京
ふるぎょう

（下流）箇所水辺整備、岡 山 城
おかやまじょう

箇所水辺整備 CVM 

  全体事業：支払意思額＝ 231 円／世帯／月、受益世帯数＝ 253,512 世帯

  残事業 ：支払意思額＝ 224 円／世帯／月、受益世帯数＝ 253,512 世帯

【水辺整備】牧石
まきいし

箇所水辺整備 TCM 

  年間利用者数の増加：1,069,026 人 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 27 年度 

 B:総便益 

(億円) 

C:総費用 

(億円) 

B/C B-C 

(億円) 

EIRR 

(%) 

全体事業 168.9 7.4 22.9 161.5 47.7

残事業 164.8 4.5 36.6 160.3 107.4

 

－ 1 －



【様式-1】 

事業の効果等 【水辺整備】 

《古 京
ふるぎょう

（下流）箇所水辺整備、岡 山 城
おかやまじょう

箇所水辺整備》 

・ 桜並木の存続や周辺の景観に配慮した護岸や坂路の整備のほか、岡山市と連携

した遊歩道等の整備を行うことにより、水辺に近づきやすくなるとともに歩き

やすくなる。 

・ 桜の植え替え・保全が可能となり、「旭川さくらみち」の景観を将来に渡って

保全することができる。 

・ 「岡山さくらカーニバル」等の集客性のあるイベントが継続的に実施でき、岡

山市街地の活性化に寄与することになる。 

《牧石
まきいし

箇所水辺整備》 

・護岸の整備や高水敷整正を行うことにより、河川管理機能の向上、散策等の日

常利用の他、安全に水辺の利用がきるようになる。 

社会情勢等の 

変化 

・ 旭川流域の人口は岡山市では増加傾向、その他の市町では緩やかな減少傾向が

みられ、全体として大きな変化はない。 

・ 整備箇所は散策や花見等の憩いの場、水に親しむ場として多くの住民に利用さ

れており、より安全に水辺が利用できるような整備が望まれている。 

事業の進捗状況 ・事業の進捗率は 40.6％（事業費ベース）である。（総事業費 6.9 億円のうち、

整備済みは 2.8 億円） 

事業の進捗の見

込み 

【水辺整備】 

《古 京
ふるぎょう

（下流）箇所水辺整備、岡 山 城
おかやまじょう

箇所水辺整備》 

・ 平成 25 年 3 月に「かわまちづくり」支援制度により策定された「旭川かわ

まちづくり計画」を見直し、事業を進めていく体制も整っており、今後事業進

捗する上で支障はない。 

《牧石
まきいし

箇所水辺整備》 

・ 水辺環境整備に対する地域要望は強く、関係機関や住民等の意見を取り入れな

がら、協力体制を確立し事業を実施していく予定であり、今後事業進捗する上

で支障はない。 

コスト縮減や代

替案立案の可能

性 

・ 水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土へ流用することや、

伐採木の無料配布を実施すること等によりコストの縮減を図る。 

・ 事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代替案

を検討する必要がないと考えている。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、継続が妥
当である。 

今後の事業の実施にあたっては、地域と協力体制を確立するとともに、新技
術・新工法等を活用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な
事業の執行に努める。 

その他 － 
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旭川総合水系環境整備事業

〔岡山県への意見照会と回答〕

－ 52 －
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

旭川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２７年１２月１５日（火）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　加田　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。

－ 54 －



－ 55 －



－ 56 －


	04 旭川
	01_河川事業の再評価項目調書（再評価）151111
	02
	03
	05 回答 旭川
	意見04 旭川
	H27-3 再評価意見照会（岡山県）
	H27-3 再評価意見照会（岡山県）
	33

	H27-3 回答（岡山県知事）




